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研 究 (2)

研究の目的

本年度の研究実施計画
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学校教育に不適応な生徒とその親は、学びたいこと、学びたい場、学びたい方法を自分で選び

始めている。学習のスタイルを自ら創るということも主張し始めている。「在宅学習」といわれ

るホームスクールは、新しい学びの空間として注目されてきている。ホームスクールでは学ぶ

者が主体であり、本人の意思や意欲が最も大切だと考える。他人との競争の中での営みが学習

ではなく、「自分探し」という営みが学習だと考えるのである。

こうした営みに、情報技術(IT)を駆使して、遠隔による生徒の学習における交互作用を促進し、

きめ細かい指導や学習を支援する多目的なネットワークを構築し、その有効性を検討するのが

本研究の狙いである。

研究初年度は、これまでの様々な教育形態の長所や短所を多角的に検討する。とりわけ、先進国に

おける遠隔学習/教育のシステムを、教育成果という観点から総合的に検討する。そして、従来の学

校教育が生徒個人の頭の中への知識集積を主目的にしていたことを振り返り、生徒が研究者のコミュ

ニティと同じようなツールを用いて、不適応を示す遠隔にいる生徒と協同的に知識を構築し、その

学習効果を検討する多目的な遠隔学習/教育システムを試作する。このシステムは非同期型共有デー

タベースで、学習は共通のページや個人のページをリンクしたり参照しながら、プロジェクトを通

して科学的な探求をすることができるものとする。また、不登校児のコミュニケーションを促進す

るコミュニティの在り方を追及する。

多目的な遠隔学習/教育システムのためには、現有設備の低速サーバーを使い、不登校生徒へ遠隔教

育・学習環境に対する機能を調べる。また、本格的研究のために高速サーバーを一式揃え、Linuxを

OSとして採用する。端末コンピュータは現有のものを使用する。現有設備は、その後予備システム

と待機に使用する。

　


